
 

アキルスタンダード（年間指導計画）　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

単元の目標：

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

1

科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2

【思考力、判断力、表現力等】科学について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、科学的に論理立てて考察し表現する 。

【学びに向かう力、人間性等】
科学に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を身に付けるとともに、科学に対する興味・関心
を高める。

理科

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　７組：橘　）

東京書籍　科学と人間生活

プリント　配信課題

【 知　識　及　び　技　能 】
科学についての基本的な概念や原理・法則などを日常生活と関連付けて理解するとともに、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付ける。

（　１組：丸山　） （　２組：松隈　） （　３組：橘　） （　４組：松隈　） （　５組：橘　） （　６組：丸山　）

科学についての基本的な概念や原理・法則などを日
常生活と関連付けて理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する基本操
作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

科学について、問題を見いだし見通しをもって観
察、実験などを行い、科学的に論理立てて考察し表
現している。

科学に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究
しようとする態度を身に付けるとともに、科学に対する
興味・関心を高めている。

学
期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日） 配
当
時
間

評
価

6

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト８０％
②授業プリント・実験レポート２０％

5

・金属の種類と性質について知り、
　身近な社会で活用されている金属
　について説明できる。

３　身の回りの物質
①  金属とその利用
・ 金属の性質
・ 炎色反応

〇

〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

4

・学習効果を高めることができるよ
　うな振り返りシートの書き方を理
　解し、実践できるようになる。
・実験を通して、実験室の使い方、
  実験器具の使い方を理解し、実験
  を安全に行うことができる。
・基本的な実験器具であるガスバー
  ナーが自由に使えるようになる。

１　学習前の準備
①　振り返りシートの書き方

２　身の回りの化学
①　実験室の使い方
・ ガスバーナーの使い方

〇

8〇 〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

8

7

・繊維の種類と性質について知り、
　自然環境にも関連付けて性質につ
　いて説明できる。

③  繊維とその利用
・ 繊維の性質

〇

〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

6

・私たちの身の周りにある物質につ
　いて知り、基本的な性質について
　説明できる。
・プラスチックの種類と性質につい
　て知り、自然環境にも関連付けて
　性質について説明できる。

②　プラスチックとその利用
・ プラスチックの性質

〇 〇

6〇 〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢
・確認テスト

8〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

9

・実験を通して、実験室の使い方、
  実験器具の使い方を理解し、実験
　を安全に行うことができる。
・基本的な実験器具である顕微鏡が
　自由に使えるようになる。

４　身のまわりの生物
①  実験室の使い方
・ 顕微鏡の使い方

〇

1
1

・身近な食品の中には発酵食品が多
　く含まれていることを理解する。
・乳酸発酵とアルコール発酵の反応
　について説明できる。

②　微生物と食品
・発酵食品への微生物の利用
・乳酸発酵
・アルコール発酵

〇

1
0

・微生物の実験を通して、微生物の
　生態や種類について説明できる。

５　身のまわりの微生物
①　微生物と歴史 〇 〇 〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

8

8

〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

8

1
・映像授業を通して身の回りでおこ
　る科学現象が物理学で説明できる
　ことを知る。

６　身の回りの物理
①  身の回りの物理 〇 〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

6

1
2

・ワクチンや抗生物質など、現代社
　会への関りも含め、学問的に理解
　する。
・生態系における微生物の役割を説
　明できる。

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢

③　医薬品への微生物の利用
④　生態系における微生物

〇 〇 〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢
・確認テスト

7

3

・熱の正体が粒子の熱運動であるこ
　とや絶対温度とセルシウス温度の
　違いを説明できる。
・熱気球が熱の性質を利用したもの
　であることを知る。
・熱が発生する理由を理解し、
　ジュールの法則に沿ってジュール
　熱の計算ができる。

８　光の性質
①  反射・屈折
・ 全反射の観察
②  分散・散乱
・ 簡易分光器の制作
・ 偏光板の性質

〇 〇

・授業プリント
・実験レポート
・意欲的に取り組む姿勢
・確認テスト

5

2

・光の性質を理解し、反射と屈折を
　図示することができる。
・全反射を観察し、その原理につい
　て簡潔に説明できる。
・簡易分光器を制作し、光の分散と
　散乱について理解する。
・偏光板を用いて体感し、偏光につ
  いて理解する

７　光の性質
①  反射・屈折
・ 全反射の観察
②  分散・散乱
・ 簡易分光器の制作
・ 偏光板の性質

〇 〇 〇

①確認テスト２０％
②授業プリント・実験レポート８０％

①意欲的に学習に取り組む状況・ふりかえりの状況１０
０％

評価方法と割合：

 

 

 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 必修選択

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1 4 ○ ○ ○ 6

5 ○ ○ ○ 8

6 ○ ○ ○ 8

7 ○ ○ ○ 8

2 9 ○ ○ ○ 8

10 ○ ○ ○ 8

11 ○ ○ ○ 8

12 ○ ○ ○ 8

3 1 ○ ○ ○ 6

2 ○ ○ ○ 7

3 ○ ○ ○ 5

選
択

③金属の酸化還元反応
④酸化還元反応の応用

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・純物質は単体と化合物に分類され
ることを理解する
・炎色反応や沈殿の生成を理解する
・物質の三態や粒子の運動について
理解する
・原子の大きさや構造、電子配置に
ついて理解する

・電子配置からイオンの生成を理解
する
・イオン結合、共有結合、配位結
合、金属結合について理解する

・原子量、分子量、式量のそれぞれ
が表す値を理解する
・物質量を中心とした量的関係を理
解する

3-3.酸化還元反応
①酸化と還元

②酸化剤と還元剤

・金属の陽イオンへのなりやすさを
比較し、金属の反応性に違いがある
ことを知る
・身近に使われている実用電池の構
造や用途、特徴を知る

0．学習に向けて
①教科・科目の目的の共有
②評価についての共有
1.物質の成分と構成元素
①物質の成分

①物質の成分
②物質の構成元素

②物質の構成元素
③物質の三態
2-1.原子の構造と元素の周期表
①原子の構造
②電子配置と周期表

2-2.化学結合
①イオンとイオン結合
②分子と共有結合
③金属と金属結合
④化学結合と物質の分類

3-1.物質量と化学反応式
①原子量・分子量・式量
②物質量

③溶液の濃度
④化学反応の表し方
⑤化学反応式の表す量的関係

3-2.酸と塩基
①酸と塩基
②水素イオン濃度とpH

③中和反応と塩の生成
④中和滴定

・モル濃度による溶液の濃度の表し
方を理解する
・化学反応式の係数が表している量
的関係を考える

・酸と塩基の性質を理解する
・pHの大小で水溶液の酸性・塩基性
が表せることを知る

・中和するときの変化を化学反応式
で理解する
・中和滴定に用いる器具の使い方が
わかり、実験操作を理解する

・酸化と還元が常に同時に起こるこ
とを知る
・酸化数が表す数値について理解す
る

・酸化還元反応の化学反応式を作る
ことができ、この反応の量的関係を
理解する

・年間の授業の進め方や評価につい
てを理解する
・純物質と混合物の性質を理解する
・混合物の分離方法を理解する

・混合物の分離の実験に用いる実験
器具の使い方がわかり、実験操作を
理解する
・物質は元素からつくられているこ
とに気づく

化学や化学現象について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、科学的に論理立てて考察し表現する 。

【学びに向かう力、人間性等】
化学に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を身に付けるとともに、科学に対する興味・関心
を高める。

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

東京書籍　新編　化学基礎

【 知識及び技能 】
化学や化学現象についての基本的な概念や原理・法則などを日常生活と関連付けて理解するとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付ける。

（　橘　）

【思考力、判断力、表現力等】

化学現象についての基本的な概念や原理・法則などを
日常生活と関連付けて理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付けている。

化学や化学現象に対する観察、実験を通じて得た結
果について、科学的に論理立てて考察し表現してい
る。

化学に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究
しようとする態度を身に付けるとともに、化学・化学現
象に対する興味・関心を高めている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

学習に取り組む状況・ふりかえりの状況１００％

評価方法と割合：

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト８０％
②授業プリント・オンライン配信課題２０％

①確認テスト２０％
②授業プリント・オンライン配信課題８０％

 

 

 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 必修選択

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1 4 ○ ○ ○ 6

5 ○ ○ ○ 8

6 ○ ○ ○ 8

7 ○ ○ ○ 8

2 9 ○ ○ ○ 8

10 ○ ○ ○ 8

11 ○ ○ ○ 8

12 ○ ○ ○ 8

3 1 ○ ○ ○ 6

2 ○ ○ ○ 7

3 ○ ○ ○ 5

選
択

・電気抵抗について理解できる。
・電流と電圧と電気抵抗の関係について理解
できる。
・オームの法則を理解し、扱うことができ
る。
・物理が実生活とどう結びついているか理解
できる。

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・加速度
・等加速度運動
・自由落下運動
・水平投射

③力
・力とは
・力の作図
・力のつり合い
・作用反作用
・いろいろな力

④運動
・慣性の法則
・運動の法則
・運動方程式
⑤仕事とエネルギー
・仕事

・電荷にはプラスとマイナスがあることを理
解できる。
・日常の静電気現象について説明できる。

・電子の流れが電流だと理解できる。
・電圧について理解できる。

・電気抵抗
・オームの法則
⑨人間と物理
・最新の物理学

・物理学が何を探求する学問なのか、おおま
かにイメージすることができる。
・単位の意味を理解し、扱えるようになる。
・分数の掛け算や割り算を計算できるように
なる。
・正しく移項できるようになる。

・時間と距離から速さを算出できるようにな
る。
・速さと速度の違いを理解できる。
・速度の合成と相対速度の意味を理解し算出
できる。
・等速直線運動を理解できる。
・加速度の物理的意味を理解し、算出でき
る。

・等加速度運動を理解できる。
・自由落下運動の落下速度が質量によらない
ことを理解する。
・水平投射が等速直線運動と自由落下の組み
合わせであることを理解できる。

・力の物理的定義を理解できる。
・与えられた情報をもとに力を作図できる。
・力がつりあう条件を理解し、作図できる。
・力のつりあいと区別して作用反作用を理解
できる。
・様々な力について理解できる。

・慣性の法則を実例とともに理解できる。
・運動の法則について理解できる、
・与えられた条件から、運動方程式を立てる
ことができる。

・物理的な仕事について理解し、算出でき
る。
・エネルギーについて理解できる。
・力学的エネルギーが保存する場合を、条件
を含め理解できる。

・熱と温度についてミクロな視点から理解で
きる。
・熱平衡の特徴について実体験をもとに考え
ることができる。
・油と水を使い、比熱の違いを理解できる。

・波とは単振動のつらなりであることを説明
できる。
・音について３要素と特徴を理解できる。

・運動エネルギーと位置エネルギー
・力学的エネルギー
⑥熱とエネルギー

・熱と温度
・熱平衡
・比熱

⑦音
・波
・音の伝わり方

⑧電気
・電荷
・静電気

・電流
・電圧

①導入
・物理学とは
・単位
・分数の計算
・移項

②運動の表し方
・速さ
・速度
・速度の合成と相対速度
・等速直線運動

運動やエネルギーについて、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、科学的に論理立てて考察し表現する
。

【学びに向かう力、人間性等】
運動に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を身に付けるとともに、科学に対する興味・関心
を高める。

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

東京書籍　新編物理基礎（物基702）

プリント　オンライン配信課題

【 知　識　及　び　技　能 】
運動やエネルギーについての基本的な概念や原理・法則などを日常生活と関連付けて理解するとともに、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付ける。

丸山

【思考力、判断力、表現力等】

運動やエネルギーについての基本的な概念や原理・法
則などを日常生活と関連付けて理解するとともに、科
学的に探究するために必要な観察、実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。

運動やエネルギーに対する観察、実験を通じて得た
結果について、科学的に論理立てて考察し表現して
いる。

運動やエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、
科学的に探究しようとする態度を身に付けるとともに、
生物・生命現象に対する興味・関心を高めている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

学習に取り組む状況・ふりかえりの状況１００％

評価方法と割合：

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト８０％
②授業プリント・オンライン配信課題２０％

①確認テスト２０％
②授業プリント・オンライン配信課題８０％

 

 



 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

科目の目標

評価規準：

1
組

2
組

3
組

4
組

5
組

6
組

7
組

1 4 ○ ○ ○ 6

5 ○ ○ ○ 8

6 ○ ○ ○ 8

7 ○ ○ ○ 8

2 9 ○ ○ ○ 8

10 ○ ○ ○ 8

11 ○ ○ ○ 8

12 ○ ○ ○ 8

3 1 ○ ○ ○ 6

2 ○ ○ ○ 7

3 ○ ○ ○ 5

17．免疫と病気
①免疫と病気
18．身の回りの植生
①身近な植生
②植生とバイオーム
・今後の生物の見方

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・授業プリント
・オンライン配信課題
・学習への取り組みの状況

・生命活動に必要なエネルギーとい
う概念を理解できる。
・生物の体内で起こっている化学反
応を挙げることができる。

・生物が呼吸する理由を説明でき
る。
・植物が高校生をする理由を説明で
きる。

・遺伝のあらましを説明できる。
・DNAの構造を説明できる。
・DNAが親から子に伝わる過程を説
明できる。

14．血糖濃度の調節
①血糖濃度の調節
②ホルモンと病気
・身近な動植物の生活と反応

15．免疫の仕組み
①白血球
②血液凝固
③体液性免疫
④細胞性免疫
・身近な生物の観察

・免疫系に関わる病気について説明
できる。
・生態系における植物の役割につい
て説明できる。

１．学習に向けて
①教科・科目の目的の共有
②評価についての共有
２．身近な生物（生物の見方）
①生物と非生物
②動物と植物
３．生物の多様性と共通性
①脊椎動物の特徴の比較
②進化と系統

③生物の共通性
④細胞の特徴
・動物の体のつくり
・植物の体のつくり
・顕微鏡での微生物観察

４．生物とエネルギー
①生体とATP
②代謝
③酵素
・身近な動植物の生活と代謝

④呼吸
⑤光合成
⑥細胞内共生説
・身近な動植物とエネルギー

５．生物と遺伝子
①遺伝とは
６．DNAの構造
①DNAの構造
７．DNAの複製と分配
①DNAの複製
②細胞分裂
・身近な動植物と繁殖①

８．タンパク質
①タンパク質の構造
９．タンパク質と遺伝情報
①アミノ酸配列とDNA
②転写
③翻訳
④タンパク質と遺伝
・身近な動植物と繁殖②
・身近な生物の観察

10．細胞の分化と遺伝子
①発生と文化
・身近な動植物の成長
11．体内環境
①体内と体外
②血液の循環とはたらき
12．神経系による情報伝達
①神経系の構成

②自律神経系
③脳の構造
13．内分泌系による情報伝達
①ホルモン

・遺伝とタンパク質の関係を説明で
きる。
・生体内でタンパク質が合成される
過程を説明できる。

・動物が受精卵から個体になるまで
の発生過程の概要を説明できる。
・血液が循環している理由を説明で
きる。
・神経系の種類とはたらきを説明で
きる。

・中枢神経と末梢神経の違いを説明
できる。
・ホルモンの名前とはたらきを説明
できる。

・血糖の調整の仕組みを説明でき
る。
・体内環境の調節に関わる病気を説
明できる。

・免疫系のしくみを説明できる。

・見通しをもって学習に臨めるよう
教科・科目の目的を理解し、学習の
進め方を身に付ける。
・身近にいる生物の観察を通して、
生物との定義について理解を深め
る。
・スケッチのルール通りにスケッチ
ができる。

・複数の対象を比較して特徴を見出
すことができる。
・生物の体の構造のあらましを説明
できる。
・顕微鏡観察ができる。

生物や生命現象について、問題を見いだし見通しをもって観察、実験などを行い、科学的に論理立てて考察し表現する 。

【学びに向かう力、人間性
等】

生物に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を身に付けるとともに、科学に対する興味・関心
を高める。

理科 生物基礎
理科 生物基礎

高等学校 令和５年度（２学年用）　　 　教科

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

（　７組：松隈　）

東京書籍　新編生物基礎（生基702）

プリント　オンライン配信課題

【 知　識　及　び　技　能
】

生物や生命現象についての基本的な概念や原理・法則などを日常生活と関連付けて理解するとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付ける。

（　１組：丸山　） （　２組：丸山　） （　３組：丸山　） （　４組：丸山　） （　５組：丸山　） （　６組：松隈　）

【思考力、判断力、表現力
等】

生命現象についての基本的な概念や原理・法則などを
日常生活と関連付けて理解するとともに、科学的に探
究するために必要な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付けている。

生物や生命現象に対する観察、実験を通じて得た結
果について、科学的に論理立てて考察し表現してい
る。

生物に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究
しようとする態度を身に付けるとともに、生物・生命現
象に対する興味・関心を高めている。

学

期
月 具体的な指導目標

アキルスタンダード
（指導項目・内容）

知 思 態 評価の方法

実績（実施日）
配
当
時
間

評

価

学習に取り組む状況・ふりかえりの状況１００％

評価方法と割合：

【知識・技能】　全体の３分の１ 【思考・判断・表現】　全体の３分の１ 【主体的に学習に取り組む態度】　全体の３分の１

①確認テスト８０％
②授業プリント・オンライン配信課題２０％

①確認テスト２０％
②授業プリント・オンライン配信課題８０％

 

 

 



令和５年度年間授業計画                                                          東京都立秋留台高等学校

教科・科目・講座等 理科・生物 ４単位 ３学年（自由選択） 

教科書・副教材等 「生物」東京書籍 教科担当 松隈 

 

学習の到達目標 

１ 生物基礎との関連を図りながら，生物や生物現象を更に広範囲に取り扱い，生物学的に探究する能力と態度を身に付けさせる。 
２ 生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深めさせ，科学的な自然観を育てる。 
３ 観察・実験を通して自然を科学的に探究する能力を育てる。さらに，実験に対する目的，仮説，準備，方法，結果，考察，発展という手順に従
ったレポートを作成する能力を育てる。 

４ 命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て，生命を尊重する精神を養う。 

 

学 

期 
月 主な学習内容 

進捗

状況 
アキルスタンダード 評価 学習のねらい 評価の観点 

配当

時間 

一

学

期 

４ 

１編 生命現象と物質 

１章 生体物質と細胞 

１節 生物の体をつくる細胞 

２節 細胞の構造 

３節 真核細胞の構造とはたらき 

（観察）細胞の観察 

 ・細胞は、水、タンパク質、核酸、炭水化物、脂質など
の構成成分によって構成されていることを理解してい
る。 

・生物の特徴として、細胞膜に包まれた細胞を基本単位
とし、ＤＮＡをもつことを理解している。 

・一般的な細胞の構造とはたらきについて説明できる。 
・真核細胞の細胞小器官の構造と機能を図示するととも
に、その機能を説明できる。 

 ・細胞の構成成分を理解
する。 

・細胞は、細胞膜に包まれ
ていて、ＤＮＡをもつこ
とを理解する。 

・観察・実験のスキルを養
う。 

○評価の観点 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

技能 

知識・理解 

 

○評価材料と重

み 

授業内小テスト 

    ３０％ 

授業への参加状

況   ３０％ 

学習成果物 

    ４０％ 

５６ 

５ 

２章 タンパク質の構造と酵素 
１節 タンパク質の構造 
２節 酵素としてはたらくタンパ

ク質 
（実験）酵素反応の条件 

 ・生物の細胞を観察し、スケッチすることができる。 
・タンパク質は，アミノ酸が結合したポリペプチド鎖か
らなることを説明できる。 

・タンパク質おびアミノ酸の構造について図示できる。 
・酵素反応、基質特異性、反応特異性、最適温度、最適
ｐＨについて、グラフを図示し、説明できる。 

・ブタ肝臓カタラーゼがはたらく条件を調べ、レポート
を作成できる。 

 ・タンパク質がポリペプ
チド鎖からなり、固有の
立体構造をもつことを
知る。 

・酵素の働きと特徴を理
解する。 

・酵素がはたらく条件を
科学的に調べる能力を
養う。 

６ 

４章 代謝とエネルギー 
１節 エネルギー変化と化学反応 
２節 呼吸3節 発酵と解糖 

（実験）発酵 

 ・代謝へのエネルギーの出入の関与を理解している。 
・同化と異化の定義及び具体例を説明できる。 
・ＡＴＰの構造と、エネルギーの増減を理解している。 
・呼吸を中心に，代謝反応の流れやしくみについて説明
できる。 

・アルコール発酵を観察し、結果をレポートにまとめる
ことができる。 

 ・生体内でのエネルギー
の出入りを理解する。 

・呼吸を中心に、代謝反応
の流れやしくみを理解
する。 

・観察実験能力を向上さ
せる。 

７ 

４節 光合成 
（実験）光合成色素の分離実 
    験 

５節 化学合成 
６節 窒素同化 

 ・光合成では，光エネルギーを利用して合成されたＡＴ
Ｐのエネルギーを用いて炭酸同化が行われることを理
解している。 

・光合成色素の抽出と分離を行い、どのような色素が存
在するかを知るとともに、結果をレポートにまとめる
ことができる。 

・化学合成の仕組みを理解し、具体例を挙げて説明でき
る。 

・呼吸・光合成・化学合成の共通点と相違点を説明でき
る。 

・ＡＴＰのエネルギーを用いて，窒素が有機物に取り込
まれることを図示できる。 

 ・光エネルギーをもとに
炭酸同化が行われるこ
とを知る。 

・光合成色素の存在を確
認し、実験技能を向上さ
せる。 

・化学合成の仕組みを知
る。 

・有機窒素化合物合成の
仕組みを知る。 

二

学

期 

９ 

２編 遺伝子のはたらき 
１章 ＤＮＡの構造と複製 
１節 ＤＮＡの構造 
２節 DNAの複製 

 ・ＤＮＡの構成成分を理解し、ＤＮＡの構造を図示でき
る。 

・塩基の規則性を数学的に表現できる。 
・ＤＮＡの２本鎖の開裂、相補的な新しい鎖の合成につ
いて、説明できる。 

 ・ＤＮＡの構造や方向性，
複製のしくみを知る。 

・メセルソンとスタール
の実験から、半保存的複
製を知る。 

６０ 

10 

２章 遺伝情報の発現  
１節 遺伝情報の流れ 
２節 転写のしくみ 
３節 翻訳のしくみ 

 ・遺伝情報がＤＮＡ→ＲＮＡ→タンパク質のように一方
向に流れることを説明できる。 

・ＤＮＡの塩基配列の転写の仕組みを理解し、模擬配列
について正しく転写の結果を記すことができる。 

・ＤＮＡの模擬配列について、模擬遺伝暗号を解読し、
合成されるポリペプチド鎖を正しく記すことができ
る。 

 ・表や図の情報を精査す
る力を養う。 

11 

４章 バイオテクノロジー  

１節 目的の遺伝子の増幅 

４節 バイオテクノロジーの進展

と課題 

 ・一般的に用いられるバイオテクノロジーの手法及びそ  

の活用例を説明できる。 

・バイオテクノロジーの課題について考察し、自らの意

見を説明できる。 

・バイオテクノロジーは，食品などの偽装の発見，親子

鑑定、ウイルス感染の診断といった，農業や医療の分

野で幅広く使われていることを理解する。 

 ・バイオテクノロジーと

は，どのような技術かを

知り、バイオテクノロジ

ーと私たちの生活との

かかわりを知る。 

・バイオテクノロジーの

技術と課題について学

習する。 

12 

４編 生物の環境応答 

１章 動物の刺激の受容と反応 

１節 刺激の受容から反応まで 

２節 神経系を構成する細胞 

３・４・５節 ニューロンの興奮と

伝導、伝達 

 ・眼，耳，鼻などの受容器に対する適刺激を的確に述べ

ることができる。 

・刺激の受容から、中枢神経系での情報統合処理、筋肉

や分泌腺など効果器における反応までの経路を図示で

きる。 

・ニューロンの興奮により、活動電位が生じる仕組みを

理解し、グラフを用いて説明できる。 

 ・動物の、刺激を受容して

反応を引き起こすしく

みについて学習し、人体

に対する興味を高める。 

・ニューロンにおける伝

導と伝達の仕組みを知

る。 

三

学

期 

１

月

か

ら

３

月

ま

で 

７節 視覚器 

観察実験「眼球の観察」 

８節 聴覚器 

９節 中枢神経系での情報処理 

観察実験「反射の観察」 

１０節 効果器 

 ・眼の構造を図示し、各部の役割を説明できる。 

・眼の構造をスケッチし、各部の名称と役割を説明でき

る。 

・耳の構造を図示し、各部の働きについて説明できる。 

・反射の仕組みを理解し、具体例を挙げて関与する器官

と共に説明できる。 

・反射を経験的に観察し、反射の経路を説明できる。 

・筋の構造を図示し、筋収縮の仕組みを説明できる。 

 ・視覚や聴覚、平衡感覚が

生じる仕組みを知り、人

体への理解を深める。 

・反射を経験的に観察す

る。 

・観察の技能を向上させ

る。 

・筋の滑り運動を理解す

る。 

 

４０ 

＊ 評価：Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（おおむね達成できた）、Ｃ（不十分であるが達成できた）、Ｄ（達成できなかった）  



令和４年度年間授業計画                                                           東京都立秋留台高等学校 

教科・科目・講座等 理科・化学基礎 ２単位 ３学年（必修） 

教科書・副教材等 改訂 新編 化学基礎 東京書籍 教科担当 田口 耕平 

 

学習の到達目標 
日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高めることができる。また、観察や実験などを通して、化学的に探究する能力を養

い、化学の基本的な概念や原理を理解することができる。 

 

学

期 
月 学習内容 

進捗状況 

アキルスタンダード 
評

価 
学習のねらい 評価の観点 

配当

時間 
１

組 

２

組 

３

組 

４

組 

５

組 

６

組 

７

組 

一 

学 

期 

４ 

 

 

 

 

１編 物質の構成 

１章 物質の成分

と構成元素 

１ 物質の成分 

 

       ・純物質と混合物の意味を理解し、物質を純物質

と混合物に分類することができる。 

・ろ過や蒸留等の分離方法のしくみと利用法を理

解している。 

・実験を通して、実験室の使い方、実験器具の使い

方を理解し、実験を安全に行うことができる。 

 ・純物質と混合物について理解

させ、物理変化を理解する基礎

知識の定着を図る。 

・実験器具を正しく扱えるよう

にする。 

・２０種程度の元素記号が書け

るようにする。 

・元素を視覚的に実験で確認さ

せ、元素の存在を認識させる。 

・物質の三態を日常みられる現

象と結び付けられるようにす

る。 

・目に見えない原子をイメージ

させる。 

評価の観点 

○関心・意欲・態

度 

○思考・判断・表

現 

○技能 

○知識・理解 

 

評価の材料と重み 

・確認テスト30％ 

・出席点・授業へ

の参加態度30％ 

・学習成果物40％ 

２４ 

５ 

 

 

 

 

２ 物質の構成元  

  素 

 

 

 

       ・元素の意味を理解している。 

・代表的な元素の元素記号を書くことができる。 

・炭素，酸素，リン，硫黄の同素体の性質を理解し

ている。 

・炎色反応や沈殿法の実験を通して、元素の確認

を行うことができる。 

 

６ 

 

 

 

 

 

３ 物質の三態 

 

 

       ・物質の三態を粒子の集合状態と結びつけて理解

している。 

 

７ 

 

２章 原子の構造

と元素の周期表 

１ 原子の構造 

       ・原子の存在を理解し、原子の構造を説明するこ

とができる。 

・陽子、電子、中性子の特徴を理解し、質量数と原

子番号から陽子、電子、中性子のそれぞれの数

を導くことができる。 

・同位体の意味や性質を理解している。 

 

二 

学 

期 

９ 

 

 

 

２章 原子の構造

と元素の周期表 

２ 電子配置と周

期表 

３章 化学結合 

１ イオンとイオ

ン結合 

       ・電子殻について理解し、原子番号から各原子の

電子配置を推測することができる。 

・原子番号および価電子と周期表の関係性を理解

し、自身で周期表を作成することができる。 

・電解質、非電解質、イオンの用語の意味を理解し

ている。 

・イオンの化学式をきちんと書くことができる。 

・イオン結合のしくみを理解している。 

 ・結合に大きく関与する価電子

について理解するために知識

を身につける。 

・周期表と価電子の関係を理解

し、元素の性質の理解につなげ

る。 

・生体にも重要な役割を果たし

ているイオンについて理解す

る。 

・分子の概念を理解させ、物質の

構成についての基礎知識を定

着させる。 

・金属と電子の関係について理

解し、金属の性質について認識

を深めさせる。 

・身の回りのイオンからな物質，

分子からなる物質，高分子化合

物，金属についての基礎的な知

識を得る。 

・身の回りの酸・塩基や塩につい

て基礎的な知識を得る。 

評価の観点 

○関心・意欲・態

度 

○思考・判断・表

現 

○技能 

○知識・理解 

 

評価の材料と重み 

・確認テスト30％ 

・出席点・授業へ

の参加態度30％ 

・学習成果物40％ 

３０ 

10 

 

 

 

 

２ 分子と共有結  

  合 

       ・共有結合のしくみを理解している。 

・分子の成り立ちが説明できる。 

 

11 

 

 

 

３ 金属と金属結  

  合 

４ 化学結合と物

質の分類 

       ・金属の特徴を理解し、その特徴と自由電子との

関係を理解している。 

・化学結合の違いに着目して物質を分類すること

ができる。また，それぞれの物質が固有の性質

を持つことが説明できる。 

 

12 

 

 

 

 

２編 物質の変化 

２章 酸と塩基 

１ 酸と塩基 

２ 中和反応と塩 

       ・酸と塩基の定義を理解し、説明できる。 

・中和反応のしくみを説明できる。 

・塩の成り立ちと性質を理解している。 

 

三 

学 

期 

１ ３章 酸化還元反   

   応 

１ 酸化と還元 

２ 酸化剤と還元    

  剤 

       ・酸化・還元の定義を理解している。 

・酸化剤・還元剤の定義を理解している。 

 ・酸化・還元のしくみについて認

識を深めさせる。 

・身の回りの酸化還元反応や，酸

化剤・還元剤について基礎的な

知識を得る。 

評価の観点 

○関心・意欲・態

度 

○思考・判断・表

現 

○技能 

○知識・理解 

 

評価の材料と重み 

・確認テスト30％ 

・出席点・授業へ

の参加態度30％ 

・学習成果物40％ 

２０ 

＊ 評価：Ａ（十分に達成できた）、Ｂ（おおむね達成できた）、Ｃ（不十分であるが達成できた）、Ｄ（達成できなかった） 

 


